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地区補助金プロジェクトパートⅡを終えて
　2/24にはばたき学園で地区補助金パートⅡを行いました。
前回戸次の芋ほりに参加していただいた子ども達やそうでな
い子ども達も含めて20名、職員さん12名、当クラブ会員13名、
合計45名で交流センターにてゲームや食事を通し交流を深め
ました。
　見たことあるなあと思う子ども達も多く、子ども達もそう思
ったのかとても慣れ親しんでくれたと感じています。懐かしい
じゃんけん列車ゲーム等を通して、子ども達が笑顔になって
いく姿を見てとてもうれしく思いました。子ども達だけでなく
当クラブメンバーが無邪気に遊んでくれているのが、何よりも
うれしかったです。
　以前職場例会に行かれた方はご存じかと思いますが、こち
らの施設は5年前にできた大分県初の情緒障害児短期治療
施設(入居施設)で、小学生から高校生までを対象としていま
す。家庭や学校生活において、虐待やいじめが原因で心が深
く傷ついていたり、他人とうまく話ができなかったり、ひきこ
もっていたり、様々なストレス症状のため社会生活への適応
が難しくなっている児童が対象とのことです。施設内に居住
エリアや学校もあり、生活支援や心理治療、学校教育を職員
さん達と一緒に行うことで、ひとりひとりが元気になり、自分
の力を信じ、将来の夢に向かって自信を持ってはばたいてい
ける場所となる施設です。
　前回と今回の交流を通じて感じたのですが、一見そのよう
には見えない子ども達が多く、外見から見えないところに色
と々抱えているのかなと思いました。子ども達が悪いのでは
なく、そんな社会を作り上げている大人が悪いのかもしれま
せん。子ども目線でコミュニケーションとれるよう、大人の訓
練が必要なのかもしれません。
　日常出逢う機会の少ない環境の子ども達から学ぶことは
多く、ロータリーにいるからこそできる支援でもあると感じま
した。まだまだ支援してくれる団体が少ないようで、これから
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「奉仕の理想」

次年度地区補助金プロジェクト　全員協議会

＊ 今週のお祝い

在 籍 祝 い
在 籍 祝 い
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門脇　啓二会員（2年）
姫野　勇人会員（1年）
西岡　一雄会員（3月7日）

ロータリーソング 【奉仕の理想】

奉仕の理想に集いし友よ

御国に捧げん我等の業

望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ

我等のロータリー

クリスマス会やバーベキュー大会等、ご一緒できたらとお声か
けも頂きました。ご参加くださった皆様はどのように感じられ
ましたか。ぜひこの経験を生かしていって欲しいと思います。
　最後に吉田先生の奥様がボランティアで読み聞かせを時々

行っているとのことでした。今回もご参加頂き読み聞かせま
でして頂き、心から感謝申し上げます。
　そして何よりも、寝る間を惜しんで子ども達の将来のため
に動かれている藤本先生、改めて尊敬いたしました。
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愛育学園　はばたき環境の違いを持つ子ども達と留学生との国際交流　～収穫祭から国際料理体験へ～

例会の予定

■ 3 月 9 日（月）

■ 3 月16日（月）

■ 3 月23日（月）

■ 3 月30日（月）

ゲスト卓話　岩川　義枝様（大分南ＲＣ）
創立記念例会　19：00〜 於 にしおか

会員卓話（菊池会員、利光会員）
花見例会　19：00〜 於 城址公園

ゲスト・ビジターの紹介

ゲ ス ト ：愛育学園はばたき学園の皆様
　　　　　吉田　俊恵様（家族の会より）
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　　＜愛のポリオ募金＞

2月集計分　6,984円でした。

ご協力ありがとうございました。


